
2002 年（平成 14 年）3月 15 日　　岐阜県　中 小 企 業 情 報　　（昭和 35 年 12 月 15 日第三種郵便物認可）　第 509 号（１）

春夏物の新作披露  ～第１１回ア・ミューズ岐阜～ （記事・５頁）

主な記事

岐　阜　県
中小企業団体中央会
岐阜市薮田南5丁目14番53号
岐阜県県民ふれあい会館 12階
毎　 月　 1 5　 日　 発　 行
購読料 年間1,500円（1部125円）
発 行 人 森 本 安 彦
事務局直通電話
管理調整 ﾁｰﾑ 058-277-1100（代）
広報振興 ﾁｰﾑ  058-277-1101
組織指導 ﾁｰﾑ  058-277-1102
調査労働 ﾁｰﾑ  058-277-1103
情報企画 ﾁｰﾑ  058-277-1104
事務局FAX 番号 058-273-3930

県
官
公
需
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
県
議
と
の
懇
談
会
で　

項
目
要
望　

２
・
３

10

中
央
会
・
地
域
交
流
会
開
催（
東
濃
西
部
地
域
）　

４　

海
外
レ
ポ
ー
ト（
上
海
）　

６

県
眼
鏡
商
業　

・　

周
年
記
念
祝
賀
会
、ア
・
ミ
ュ
ー
ズ
岐
阜
ほ
か　

５

（協）
40

『
緊
急
雇
用
創
出
特
別
奨
励
金
』ご
案
内　

８　

イ
ベ
ン
ト
等
案
内　
　
１０

１
月
の
景
況
調
査　

７　

支
所
だ
よ
り　
　
１１

　

金
融
機
関
が
破
綻
し
た
場
合
、

預
金
の
払
い
戻
し
保
証
を
元
本

一
千
万
円
ま
で
と
、
そ
の
利
息

ま
で
に
限
定
さ
れ
る
。
残
高
が

一
千
万
円
以
上
あ
っ
て
も
原
則

変
わ
ら
な
い
。

　

そ
の
ペ
イ
オ
フ
解
禁
が
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
。
そ
の
対

象
は
、
定
期
預
金
や
定
期
積
立
金
で
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
〇

三
年
四
月
か
ら
は
、
普
通
預
金
や
当
座
預
金
な
ど
の
決
済
性

預
金
に
広
が
る
。

　

ペ
イ
オ
フ
は
、預
金
者
が
預
け

先
を
選
ぶ
際
に
自
己
責
任
を
求

め
ら
れ
る
制
度
で
あ
る
。本
来
的

に
は
金
融
機
関
の
健
全
性
を
進

め
、日
本
経
済
の
足
腰
を
強
く
し

て
い
く
こ
と
に
あ
る
。

　

近
年
、地
方
銀
行
な
ど
地
域
金

融
機
関
で
生
き
残
り
を
賭
け
た
提
携
や
再
編
の
動
き
が
広

が
っ
て
き
て
い
る
の
は
、
ペ
イ
オ
フ
解
禁
で
預
金
者
か
ら
の

選
別
が
厳
し
く
な
る
の
に
対
処
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
通
り
預
金
を
守
っ
て
い
く
に
は
、
預
金
者
自
身

の
自
助
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

　

現
在
、
一
千
万
円
以
上
の
大
口
定
期
預
金
が
、
小
口
分
散

化
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。

　

日
本
銀
行
に
よ
る
と
、
国
内
銀
行
の
昨
年
十
一
月
末
の
定

期
預
金
残
高
は
二
百
六
十
八
兆
五
千
六
百
億
円
で
、
前
年
同

期
比
七
％
減
少
、
預
け
入
れ
金
額
一
千
万
円
以
上
の
預
金
が

約
二
十
四
兆
円
減
少
し
た
の
が
主
因
で
、
反
対
に
一
千
万
円

未
満
の
預
金
は
、
二
・
七
％
増
加
し
て
い
る
。
一
千
万
円
を

超
す
預
金
を
持
っ
て
い
る
預
金
者
は
、
そ
の
預
金
の
預
か
り

先
を
心
配
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
ペ
イ
オ
フ
凍
結
解
除
を
控
え
、
一
部
の
中
小

金
融
機
関
で
は
、
預
金
流
失
が
加
速
し
経
営
危
機
が
表
面
化

し
て
い
る
。

　

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
調
査
に
よ
る
と
、
昨
年
一
年
間
に

多
く
の
信
金
・
信
組
が
破
綻
に
追

い
込
ま
れ
て
お
り
、そ
の
数
は
四

十
六
に
上
っ
て
い
る
。
特
に
、昨

年
十
月
以
降
の
破
綻
は
三
十
三

行
に
上
る
な
ど
、そ
の
ス
ピ
ー
ド

は
加
速
度
を
増
し
、中
小
企
業
へ

の
影
響
が
心
配
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
経
済
産
業
省
・
中
小
企
業
庁
で
は
、

金
融
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
対
策
と
し
て
、
中
小
企
業
者
が
売

掛
先
に
対
し
て
持
つ
売
掛
債
権
を
担
保
と
し
て
、
金
融
機
関

が
融
資
を
行
う
場
合
に
、信
用
保
証
協
会
が
保
証
を
行
う「
売

掛
債
権
担
保
融
資
保
証
制
度
」
を
創
設
し
て
い
る
。

　
「
預
金
は
全
額
保
護
」が
原
則
の
現
在
と
は
大
き
く
転
換
し
、

預
金
者
自
ら
の
判
断
で
対
応
す
る
自
己
責
任
の
時
代
に
入

る
。

ペ
イ
オ
フ
解
禁

　

〜
問
わ
れ
る
自
己
責
任
〜



建
設
関
連
業
団
体
部
会
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小
企
業
が
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

に
あ
る
中
で
「
公
共
事
業
の
予
算
も

財
政
構
造
改
革
等
の
中
で
抑
え
ら
れ

て
い
る
。
官
公
需
の
需
要
量
の
減
少
、

受
注
量
が
低
下
す
る
な
ど
、
厳
し
い

状
況
に
あ
る
た
め
、
県
官
公
需
の
県

内
中
小
企
業
者
へ
の
発
注
に
前
向
き

な
対
応
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

　

県
の
関
係
部
局
よ
り
、
基
盤
整
備

部
企
画
管
理
課
建
設
技
術
開
発
室
の

山
口
公
永
技
術
主
査
、
同
部
建
設
管

理
政
策
課
の
松
本
幸
治
建
設
産
業
企

画
監
の
ほ
か
公
共
建
築
課
、
道
路
建

設
課
、
砂
防
課
、
地
域
県
民
部
市
町

村
課
の
坂
正
光
管
理
監
、
ま
た
農
林

�
�
�
�
�
�
�

商
工
部
経
営
支
援
課
の
高
木
巧
課
長

ら
七
人
が
出
席
。

　

出
席
し
た
部
会
員
ら
が
要
望
事
項

を
開
陳
し
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
県
の

担
当
部
局
よ
り
回
答
を
得
た
。

　

ま
た
、『
県
議
会
幹
部
議
員
と
の
懇

談
会
』
に
は
、
辻
正
中
央
会
長
の
あ

い
さ
つ
に
始
ま
り
、
部
会
顧
問
で
県

議
会
議
員
の
猫
田
孝
氏
、
中
村
慈
氏

（
県
議
会
県
土
整
備
委
員
長
）
を
は

じ
め
、
県
議
会
幹
部
議
員
か
ら
議
長

の
宮
嶋
和
弘
氏
、
渡
辺
猛
之
氏
（
地

域
県
民
委
員
長
）、
松
岡
憲
郎
氏
（
厚

生
環
境
委
員
長
）、
安
田
謙
三
氏
（
農

林
商
工
委
員
長
）、
が
出
席
し
、
各
部

会
員
が
要
望
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
猫
田
部
会
顧
問
よ
り
、

「
来
年
度
の
公
共
工
事
予
算
は
全
国

的
に
は
一
○
％
の
削
減
で
あ
る
が
、

岐
阜
県
で
は
わ
ず
か
だ
が
前
年
比
増

額
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
市
町
村

合
併
問
題
に
お
け
る
分
離
発
注
、
県

内
業
者
へ
の
優
先
発
注
等
に
つ
い
て

も
前
向
き
な
対
応
に
向
け
て
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
」
と
の
所
見
が
あ
っ

た
。

　

要
望
事
項
の
内
容
は
次
の
と
お
り
。

　

１
、
分
離
発
注
の
必
要
性　

分
離

発
注
は
、
専
門
工
事
業
者
の
施
工
責

任
、
コ
ス
ト
の
明
確
化
な
ど
極
め
て

合
理
的
な
方
策
で
あ
り
、
こ
れ
が
業

界
の
育
成
に
役
立
ち
、
活
性
化
さ
せ

　

中
央
会
と
建
設
関
連
業
の
組
合
で
組
織
す
る
岐
阜
県
建
設
関
連
業
団
体
部
会
（
戸
島
一
博
部
会
長
、
五
十
七
部

会
員
）
は
二
月
十
八
日
、『
県
官
公
需
懇
談
会
』
と
『
岐
阜
県
議
会
幹
部
議
員
と
の
懇
談
会
』
を
岐
阜
市
薮
田
南
の

高
砂
殿
で
開
催
し
た
。

　

公
共
工
事
予
算
の
削
減
や
受
発
注
の
減
少
な
ど
、
中
小
建
設
関
連
業
界
に
と
っ
て
極
め
て
厳
し
い
状
況
が
続
く

中
で
、
官
公
需
確
保
、
地
元
の
土
木
用
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
の
使
用
な
ど
の
実
現
に
向
け
て
、
部
会
員
が
県
の
関

係
部
局
及
び
県
議
会
幹
部
議
員
に
対
し
十
項
目
の
要
望
・
陳
情
を
行
っ
た
。

地元の業者・製品の活用を
１０項 目を要 望

　
『
県
官
公
需
懇
談
会
』
で
は
、
部
会

員
二
十
一
組
合
か
ら
四
十
六
人
が
出

席
。

　

中
央
会
の
森
本
専
務
理
事
は
、
中

『県官公需懇談会』
『県議との懇談会』

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

協
同
組
合
の
積
極
的
な
活
用
を
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と
と
も
に
、
自
然
木
使
用
の
木
製
建

具
の
積
極
的
な
活
用
を
要
望
す
る
。

【
岐
阜
県
建
具
工
業　

】
（協）

　

８
、
公
共
工
事
で
の
地
元
土
木
用

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
製
品
の
優

先
使
用　

土
木
用
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
製
品
使
用
の
公
共
工
事
に
お

い
て
は
、
地
場
産
業
育
成
の
観
点
か

ら
も
地
元
製
品
を
優
先
的
に
使
用
さ

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。【
岐
阜
県
土
木

用
ブ
ロ
ッ
ク
（
工
組
）】

　

９
、
砂
防
堰
堤
堆
積
土
の
有
効
利

用　

治
山
、
治
水
の
た
め
各
所
に
砂

防
堰
堤
が
構
築
さ
れ
て
い
る
が
、
時

間
の
経
過
に
よ
り
流
下
し
た
土
砂
が

堆
積
し
、
堰
堤
の
機
能
が
失
わ
れ
て

い
る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
砂
防
堰
堤
の
機
能
回
復

を
目
的
と
し
て
、
堆
積
し
た
土
砂
の

採
取
を
認
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

【
西
濃
採
土
石　

】
（協）

　
　

、
建
設
処
理
土
（
残
土
）
の
リ

10
サ
イ
ク
ル
活
動　

公
共
事
業
に
お
い

て
山
土
（
や
ま
つ
ち
）
を
利
用
す
る

場
合
、
山
土
、
土
砂
に
残
土
と
石
灰

等
を
適
当
な
割
合
で
混
合
し
た
リ
サ

イ
ク
ル
残
土
（
適
正
な
材
質
基
準
を

満
た
し
た
も
の
）
を
仕
様
と
し
て
認

め
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。【
西
濃
採

土
石　

】
（協）

る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
特
に
中
小
の
自
治
体

発
注
者
が
分
離
発
注
で
き
る
よ
う
に
、

こ
れ
ら
自
治
体
の
執
行
面
を
支
援
し

指
導
体
制
を
さ
ら
に
強
化
さ
れ
る
よ

う
要
望
す
る
。【
岐
阜
県
管
設
備
工
業

　

、
岐
阜
県
鐵
構
工
業　

、 

岐
阜
県

（協）

（協）

土
木
建
築
解
体
事
業　

】
（協）

　

２
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
道
路
舗
装
工

の
採
用　

第
二
東
名
・
名
神
高
速
道

路
舗
装
で
の
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
舗
装

（
上
層
は
透
排
水
性
・
低
騒
音
の
機

能
性
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
、
下
層
は
ス

リ
ッ
プ
フ
ォ
ー
ム
工
法
に
よ
る
連
続

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
工
）
の
採

用
、
低
騒
音
・
透
水
性
ポ
ー
ラ
ス
コ

ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の
普
及
、
さ
ら
に

道
路
構
造
令
の
改
正
が
あ
り
、
性
能

規
定
が
導
入
さ
れ
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
コ
ス
ト
の
概
念
が
導
入
さ
れ
た
。

　

耐
久
性
が
高
く
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
コ
ス
ト
で
有
利
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト

道
路
舗
装
工
の
更
な
る
採
用
を
要
望

す
る
。【
岐
阜
県
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

（
工
組
）】

　

３
、
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
使
用
に
お

け
る
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
品
質
管
理
監

査
成
果
の
導
入　

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
場
の
ほ
と
ん
ど
は
経
済
産
業
省
か

ら
日
本
工
業
規
格
の
認
定
を
受
け
、

Ｊ
Ｉ
Ｓ
に
沿
っ
た
設
計
、
製
造
、
管

理
を
実
施
し
て
い
る
。

　

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
品
質
管
理
監
査

は
産
学
官
体
制
か
ら
な
る
全
国
生
コ

ン
ク
リ
ー
ト
品
質
管
理
監
査
会
議
が

調
査
・
検
討
・
指
導
し
て
い
る
全
国

統
一
品
質
管
理
基
準
に
よ
り
、
一
年

に
一
回
以
上
生
コ
ン
工
場
に
立
入
監

査
を
実
施
し
て
い
る
。

　

そ
の
監
査
内
容
は
、
製
品
品
質
管

理
か
ら
シ
ス
テ
ム
の
適
合
性
ま
で
百

二
十
項
目
以
上
に
渉
る
広
範
囲
な
内

容
と
な
っ
て
い
る
。

　

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
使
用
に
お
い

て
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
の
他
、
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
品
質
管
理
監
査
成
果
の
導
入

を
要
望
す
る
。【
岐
阜
県
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
（
工
組
）】

　

４
、
金
属
板
屋
根
工
事
の
組
合
に

よ
る
共
同
受
注　

中
小
専
門
工
事
業

者
の
工
事
受
注
絶
対
量
の
減
少
に
よ

る
競
争
激
化
か
ら
く
る
不
当
な
施
工

等
に
対
す
る
活
性
化
策
と
し
て
、
組

合
で
は
現
在
、
共
同
受
注
体
制
確
立

の
た
め
の
協
同
組
合
設
立
等
、
工
事

の
受
け
皿
作
り
を
考
慮
中
だ
が
、
す

で
に
青
森
県
（
県
民
体
育
館
ほ
か
）、

石
川
県
（
金
沢
城
復
元
工
事
）、
熊
本

県
（
養
護
学
校
屋
根
葺
替
工
事
五
棟
）、

埼
玉
県
（
受
注
交
渉
中
）
等
、
各
県

で
は
以
前
よ
り
実
際
に
施
工
し
、
優

秀
な
実
績
を
残
し
て
い
る
。

　

こ
の
際
、
県
発
注
の
金
属
板
屋
根

工
事
に
つ
い
て
も
共
同
受
注
に
よ
る

協
同
組
合
の
積
極
的
活
用
を
要
望
す

る
。【
岐
阜
県
板
金
（
工
組
）】

　

５
、
随
意
契
約
及
び
協
同
組
合
の

積
極
的
活
用　

県
発
注
の
委
託
業
務

（
建
築
設
計
監
理
）
は
、
極
力
随
意

契
約
に
す
る
と
と
も
に
、
協
同
組
合

の
積
極
的
活
用
を
要
望
す
る
。【
岐
阜

県
建
築
設
計
監
理　

、
岐
阜
県
ビ
ル

（協）

メ
ン
テ
ナ
ン
ス　

】
（協）

　

６
、
地
元
専
門
業
者
の
積
極
的
活

用　

①
県
及
び
市
町
村
発
注
の
公
共

建
築
物
の
設
計
監
理
は
、
全
国
大
手

で
は
な
く
県
内
の
地
元
設
計
業
者
へ

の
指
名
の
推
進
と
併
せ
て
、
官
公
需

適
格
組
合
の
積
極
的
活
用
を
要
望
す

る
。【　

岐
阜
県
建
築
設
計
セ
ン

（協）

タ
ー
】

　

②
県
発
注
の
さ
く
井
工
事
は
、
長

年
の
豊
か
な
経
験
や
専
門
技
術
を
必

要
と
し
な
け
れ
ば
で
き
な
い
工
事
で

あ
る
た
め
、
地
元
専
門
業
者
（
地
下

水
開
発
さ
く
井
業
者
）
の
積
極
的
活

用
を
要
望
す
る
。【
岐
阜
県
地
下
水
開

発　

】
（協）

　

③
県
発
注
の
公
共
建
造
物
塗
装
工

事
は
、
自
主
管
理
体
制
の
確
立
と
施

工
品
質
評
価
の
高
い
地
元
専
門
工
事

業
者
の
積
極
的
活
用
を
要
望
す
る
。

【
岐
阜
県
塗
装
業　

】
（協）

　

７
、
公
共
建
築
物
の
木
造
に
よ
る

構
造
計
画
の
推
進
及
び
木
製
建
具
の

積
極
的
活
用　

公
共
建
築
物
の
構
造

計
画
に
つ
い
て
は
、
県
産
材
の
木
材

需
要
の
振
興
を
図
る
た
め
に
も
今
一

度
「
木
」
の
良
さ
を
見
直
し
、
木
造

に
よ
る
公
共
建
築
物
の
推
進
を
図
る
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中
央
会
は
、
陶
磁
器
産
地
で
あ
る

東
濃
西
部
地
域
（
多
治
見
市
、
土
岐

市
、
瑞
浪
市
、
笠
原
町
）
を
対
象
と

し
た
『
地
域
交
流
会
』
を
、
二
月
十

九
日
に
多
治
見
市
の
オ
ー
ス
タ
ッ
ト

国
際
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。

　

第
一
部
は
、多
治
見
・
土
岐
・
瑞
浪
の

各
商
工
会
議
所
と
笠
原
町
商
工
会
と

の「
多
角
的
連
携
交
流
会
」を
開
催
。

　

意
見
交
換
の
中
で
、中
央
会
は
組
合

等
の
支
援
、商
工
会
議
所
・
商
工
会
は

企
業
の
支
援
と
い
う
役
割
を
認
識
し

た
上
で
「
今
後
は
お
互
い
の
事
業
に
参

画
・
情
報
提
供
す
る
な
ど
、相
互
の
事

業
に
よ
り
一
層
協
力
し
て
進
め
て
行

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
」
な
ど
の
意
見

が
あ
り
、中
小
企
業
・
組
合
等
の
支
援

機
関
と
し
て
の
課
題
等
を
認
識
、共
有
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し
、連
携
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
の

必
要
性
を
話
し
合
っ
た
。

　

引
き
続
き
第
二
部
と
し
て
、
当
地

域
管
内
の
組
合
を
対
象
と
し
た
「
地

域
交
流
会
」
を
開
催
し
た
。

　

組
合
役
職
員
約
六
十
人
が
出
席
し
、

中
央
会
各
チ
ー
ム
と
東
濃
支
所
、
県

東
濃
地
域
農
林
商
工
事
務
所
の
渡
辺

浩
章
所
長
、
支
援
機
関
と
し
て
東
濃

地
域
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
足

立
秀
夫
商
工
相
談
所
長
、
商
工
組
合

中
央
金
庫
岐
阜
支
店
の
吉
田
明
史
支

店
長
ら
が
出
席
。

　

組
合
員
数
の
減
少
な
ど
組
合
が
抱

え
る
諸
問
題
等
や
業
界
の
活
性
化
な

ど
に
つ
い
て
、
県
や
支
援
機
関
を
交

え
参
加
者
間
で
意
見
・
情
報
交
換
を

行
っ
た
。

　

ま
た
、創
業
・
金
融
支
援
な
ど
に
つ
い

て
の
要
望
が
あ
っ
た
ほ
か
、補
助
金
に
つ

い
て
「
申
請
等
の
書
類
整
備
な
ど
に
係

る
事
務
処
理
が
煩
雑
で
負
担
が
大
き

い
組
合
も
あ
る
」「
使
い
や
す
く
柔
軟

な
補
助
金
に
し
て
欲
し
い
」「
補
助
金

を
活
用
し
た
い
が
メ
ニ
ュ
ー
に
魅
力
が

な
い
」な
ど
の
意
見
・
要
望
も
あ
っ
た
。

　

組
合
や
組
合
員
を
取
り
巻
く
厳
し

い
環
境
に
対
す
る
行
政
、
支
援
機
関

の
有
効
な
支
援
策
等
を
望
む
声
が
多

か
っ
た
。

���������	

商工会議所・商工会との連携交流会も

東 濃 西 部 地 域 で 地 域 交 流 会

有
効
な
支
援
策
を
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メ
ガ
ネ
組
合
・　

周
年
式
典

40

　

岐
阜
県
眼
鏡
商
業
協
同
組
合
（
渡

辺
克
郎
理
事
長
）
は
、
二
月
二
十
一

日
に
『
組
合
創
立　

周
年
記
念
式
典
』

40

を
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
で
開
催
し

た
。

　

式
典
に
は
組
合
員
、
来
賓
ら
約
百

二
十
人
が
出
席
。
組
合
活
動
の
足
跡

を
映
像
で
振
り
返
っ
た
。

　

渡
辺
理
事
長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
、

「
変
革
の
時
代
と
言
わ
れ
る
現
在
、

小
売
業
も
大
き
な
転
換
期
に
あ
る
。

組
合
と
し
て
も
変
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
、
変
え
て
は
な
ら
な
い
こ

と
を
見
極
め
、
い
ず
れ
専
門
店
の
時

代
が
到
来
す
る
と
し
て
取
り
組
ん
で

き
た
。
そ
れ
を
糧
に
、
今
後
も
歴
史

に
留
ま
る
こ
と
な
く
進
ん
で
い
き
た

い
」
と
決
意
を
新
た
に
し
た
。

　

同
組
合
は
、
昭
和
三
十
七
年
十
一

月
に
設
立
さ
れ
、
以
来
、
共
同
仕
入

事
業
を
柱
と
し
、
社
会
貢
献
や
組
合

か
ら
二
日
間
、
岐
阜
市
の
グ
ラ
ン
パ
レ

ホ
テ
ル
及
び
問
屋
町
で
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
問
屋
町
の
活

性
化
、
岐
阜
ア
パ
レ
ル
の
Ｐ
Ｒ
と
販

売
促
進
を
目
的
に
開
催
。

　
「
二
〇
〇
二
年
春
夏
ア
・
ミ
ュ
ー
ズ

岐
阜
フ
ロ
ア
シ
ョ
ー
」
は
、
現
物
商

品
を
中
心
に
使
用
し
、
今
シ
ー
ズ
ン

の
色
や
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
ト
レ
ン
ド

が
わ
か
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
。

　

今
回
は
、
問
屋
町
の
六
十
三
社
が

参
加
し
、
ミ
セ
ス
、
ヤ
ン
グ
ミ
セ
ス

を
対
象
と
し
た
婦
人
服
を
中
心
に
、

春
夏
物
の
新
作
を
出
品
し
た
。

　

天
然
素
材
を
使
用
し
、
素
材
感
や

着
心
地
の
良
さ
を
追
求
し
た
ブ
ラ
ウ

ス
や
パ
ン
ツ
、
ス
カ
ー
ト
、
高
級
感
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ア
・
ミ
ュ
ー
ズ
岐
阜「
フ
ロ
ア
シ
ョ
ー
」

青
年
部
に
よ
る
二
十
一
世
紀
に
向
け

た
組
合
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
、
組
合
レ

デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
な
ど
活
発
な
活
動

を
続
け
て
い
る
。

　

特
に
、
昭
和
四
十
九
年
か
ら
、
目

の
健
康
に
役
立
つ
優
良
な
眼
鏡
技
術

者
の
育
成
を
図
る
た
め
、「
眼
鏡
士
」

の
制
度
を
全
国
に
先
駆
け
て
取
り
組

む
な
ど
、
組
合
員
の
資
質
向
上
、
一

層
の
信
頼
獲
得
の
た
め
に
教
育
研
修

事
業
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

岐
阜
県
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
連
合
会

（
足
立
幸
太
郎
理
事
長
）
主
催
の
『
第

　

回
ア
・
ミ
ュ
ー
ズ
岐
阜
』が
三
月
四
日

11

　

G
I
F
U
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー（
花

の
見
本
市
）実
行
委
員
会
主
催
の『
第

６
回
G
I
F
U
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
』

が
二
月
二
十
二
日
か
ら
三
日
間
、岐

阜
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
・
で
愛

ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
は
毎
回
多

く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
、�
花
の
都
ぎ

ふ
�を
象
徴
す
る
人
気
イ
ベ
ン
ト
。

　

メ
イ
ン
は
、県
内
の
花
生
産
者
や

花
屋
、学
校
な
ど
二
十
一
団
体
等
が

大
掛
か
り
な
装
飾
を
施
し
出
展
す
る

「
フ
ラ
ワ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
」で
、ど

れ
も
が
見
る
人
の
心
を
和
ま
す
素
晴

ら
し
い
出
来
映
え
。

　

そ
の
他
、花
や
園
芸
資
材
等
の
展

示
・
即
売
、小
学
生
の「
花
の
絵
写
生

コ
ン
ク
ー
ル
」の
ほ
か
、フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ

イ
ナ
ー
が
来
場
者
と
一
緒
に
ブ
ー
ケ

な
ど
を
作
る「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
」、押
し
花
や

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
を
作
る「
子
供

と
花
の
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
」な
ど
、

参
加
・
体
験
で
き
る
催
し
も
行
わ
れ
、

来
場
者
が
過
去
最
高
の
三
万
二
百

人
と
、大
盛
況
で
あ
っ
た
。

　

中
央
会
傘
下
の
参
加
組
合
は
次
の

と
お
り
。

　
【
フ
ラ
ワ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
出
展
】

岐
阜
生
花
市
場　
（
村
木
登
義
理
事

（協）

長
）、岐
阜
県
グ
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス　
（協）

（
松
井
幸
雄
理
事
長
）

　
【
展
示
・
販
売
】フ
ァ
ー
ム
ネ
ッ
ト

岐
阜　
（
加
藤
孝
義
理
事
長
）

（協）

　
【
県
産
品
販
売「
屋
台
村
」】岐
阜
県

米
菓
工
業　
（
加
藤
都
喜
男
理
事
長
）

（協）

�
�
�
�
��
�
�
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第
６
回
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー

一
般
客
ら
が
商
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
で

実
際
に
手
に
取
り
品
定
め
を
し
て
い

た
。

を
打
ち
出
し
た
フ
ォ
ー
マ
ル
ウ
ェ
ア

や
ス
ー
ツ
な
ど
が
次
々
と
紹
介
さ
れ
、

シ
ョ
ー
終
了
後
に
は
、
バ
イ
ヤ
ー
や
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海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

上海国際工業博覧会と中国の産学官連携

岐阜県上海駐在員　小　島　光　則

●秋の上海国際工業博覧会
　上海では、毎年春と秋に大規模な総合展示会が開催されて
いる。春の華東輸出入商品会では、紡織・服装・軽工業・工業
製品をメインとしているのに対し、秋の上海国際工業博覧会で
は、重工業・ハイテク製品を重点にと、それぞれ対象が絞られ
ている。工業博覧会が開催された上海新国際博覧中心は、ド
イツと中国との合弁により、昨年１０月に落成したばかりである。
上海では、国際展示会を開催できる会場がこれで５つとなった。
国際経済の中心都市を目指す上海市の意気込みが力強く伝
わってくる。

●産学連携をＰＲ　～大学の出展～
　昨秋の工業博覧会の入場者数は５０万人。展示面積は約５
万�。約２,０００の企業ブースのうち約３００は、日本、欧米、アジア
から参加した外国企業であった。中国のＷＴＯ加盟が承認さ
れた直後でもあり、１３億人の巨大市場が自由貿易体制に加わ
るという期待感が覗われる展示会となった。企業関係者以外に
も、一般の家族連れの入場者も目立ち、ＩＴや自動車等の最
新技術が注目を集めていた。
　外国企業が出展する目的は、急速に発展する中国市場へ
の対応や情報収集を行うことであるが、年々高度多様化する中
国のニセモノ製品対策のため、自社製品との違いをアピール
する企業もあった。会場は、ＩＴ、バイオ、新素材、自動車、家電
等のゾーンで構成されており、中でも、産学連携をＰＲする「大
学ゾーン」は、中国の各大学が巨大ブースを設け、国内外の企
業との成約に持ちこむため、研究成果を積極的に紹介している
ことが印象的だった。

●中国の産学連携と上海交通大学の例
　中国では、大学の教授が創設した企業に民間企業や大学

が投資を行い、大企業へと成
長した例も多い。北京大学の
「北大方正」（パソコン機器等）、
清華大学の「清華紫光」（ソフト
ウェア等）、上海交通大学の
「交大昴立」（健康食品等）は
特に有名である。上海でも、テ
レビや街角で大学企業の広告
をよく見かける。大学が教授や
学生が創設した企業の株を持
つようになったのは、約１０年前とのことである。
　改革解放後の中国では、開発のスピードが速く、大学の研究
成果は１日も早く社会へ流通させることを国家や市場が要求
している。大学側のメリットは、企業で得た利益を研究や教育に
再投資、知名度のアップ、優秀な学生の集積等であり、企業側
のメリットは、大学のブランド名や信用力をマーケティングに利
用、大学関連企業との連携、企業の人材育成等である。

●研究成果を産業に変える
　中国の産学連携は非常に興味深い。例えば、江沢民国家主
席の母校としても有名な上海交通大学には、産学連携を積極
的に推進するため、大学の技術移転や企業化を推進し、知的
財産権を管理する部門（ハイテク企業推進室）や大学の企業
を管理する部門（産業グループ）を設置している。上海交通大
学の関連企業は約７０社。企業によって、大学が２０～９０％の株
を取得している。ソフトウェア開発などＩＴ分野において、米国
や日本の企業と合弁会社を設立し、グローバル化に対応した
企業も多い。
　今年１月、上海交通大学講師陣と日系企業との交流会が開

催された。この交流会は、日本の大学で、主に理
工系博士号を取得された中国人講師と日系企
業との交流により、日中間での産学連携のあり方
を模索するために開催された。中国の大学との
産学連携は、企業のＲ＆Ｄ機能の強化、合弁企
業の設立等の可能性を導き出すだろう。

●終わりに
  最近、２００１年の中国国内総生産（ＧＤＰ）と上
海市のＧＤＰが相次いで発表され、中国全体
では前年比７.３％増、上海市では前年比１０.２％
増が明らかになった。主な要因は、固定資産投
資や消費など内需の拡大が経済成長を牽引し
たとのことである。
　世界的な景気低迷が続く中、この高い成長率
は神業とも言える。統計の信憑性を疑う声も海外
からあるようだが、中国は世界経済の中心へ向
かって一歩ずつ確実に近づいている。上海交通大学の産学連携ブース（浦東新区・上海新国際博覧中心）
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県内中小企業主要業種の景気動向
（１月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

１月景況調査

働
日
数
減
少
等
の
マ

イ
ナ
ス
要
因
に
よ
り

売
上
、需
要
等
が
減

少
し
、例
年
並
み
に

景
況
感
も
大
き
く

後
退
し
た
。収
益
状

況
、資
金
繰
り
も
悪

Ｄ
Ｉ
値
、再
び
△ 　
　

台
へ

50

３
月
の
季
節
需
要
は
期
待
薄

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対

象
に
ま
と
め
た『
一
月
の
特
色
』と『
四
月
ま

で
の
景
況
の
見
通
し
』は
次
の
と
お
り
。

　
〔
一
月
の
特
色
〕組
合
か
ら
見
た
県
内
中

小
企
業
の
特
色
は
①
引
き
続
き
景
況
感
悪

化
②
収
益
悪
化
拡
大
③
資
金
繰
り
悪
化
傾

向
―
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
月
の
Ｄ
Ｉ
値
は
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト

58

で
、前
月
の
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
に
対
し　

39

19

ポ
イ
ン
ト
の
大
幅
な
悪
化
と
な
り
、昨
年
八

月
以
来
の
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
台
と
な
っ
た
。

50

　

年
末
需
要
の
反
動
、年
始
休
暇
に
よ
る
実

化
傾
向
に
あ
り
非
常
に
厳
し
い
状
態
で
推
移
し
て

い
る
。

　

こ
の
悪
化
は
低
調
横
這
い
の
木
材
・
木
製
品
、

紙
・
紙
加
工
品
を
除
き
全
般
の
業
種
に
見
ら
れ
、

見
通
し
が
全
く
立
た
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
〔
四
月
ま
で
の
見
通
し
〕四
月
ま
で
の
景
気
動

向
予
想
は
Ｄ
Ｉ
値
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
で
、当
月

59

実
績
に
対
し
１
ポ
イ
ン
ト
の
悪
化
予
想
。三
月
は

最
も
大
き
な
需
要
が
見
込
ま
れ
る
が
、予
想
は
低

レ
ベ
ル
で
期
待
薄
。改
善
予
想
も
な
く
、先
行
き
不

透
明
感
と
景
況
の
後
退
予
想
は
極
め
て
深
刻
で
あ

る
。

見

通

し

景

況

感

設

備

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△△△△△陶 磁 器 （ 工 業 ）
→▲▲▲▲▲陶 磁 器 （ 輸 出 ）
→△△△▲△タ イ ル
→△△△△▲窯 業 原 料
→▲△▲▲▲耐 火 れ ん が
→▲▲▲▲▲石　 　 灰
→△△△▲▲生　 コ　 ン
→△△▲▲▲砂 利 生 産
→▲△▲▲▲砕 石 生 産
→▲△▲△▲鋳　 　 物
→▲▲▲▲▲刃物等金属製品 （輸出） 
→▲△▲▲▲刃物等金属製品 （内需） 
→△△▲▲▲メ　 ッ　 キ
→△△△△△県 金 属 工 業 団 地
→△△△▲▲可 児 工 業 団 地
→▲▲▲▲▲金　 　 型
→▲△▲▲▲機械工具・工作機械
→▲▲▲▲▲電 気 機 械 器 具
→▲△▲▲▲輸 送 機 器
→△△▲▲▲各種物産品（観　 光）
→▲▲▲▲▲各種物産品（ギフト）
→▲△▲▲▲陶　 磁　 器
→△△△△△総 合 卸 売 業
→△－△△△青　 　 果
→△△△△△水　 産　 物
→▲△▲△▲家 電 機 器 販 売
→▲△▲▲▲メ ガ ネ 販 売
→△△△△△中 古 自 動 車 販 売
→△△△▲▲石 油 製 品 販 売

見

通

し

景

況

感

設

備

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△△△▲▲味 噌 ・ 醤 油
→▲▲△△△豆 腐 製 造
→▲△▲▲▲食 肉 （ 国 産 ）
→△△△△△菓　 　 子
→▲△▲▲▲米　 　 菓
→▲▲▲▲▲酒　 　 造
→△○▲▲▲米　 　 穀
→▲△△△△ね　 ん　 糸
→△△△○△織 物 染 色
→▲△▲▲▲ニ ッ ト 工 業
→▲△△▲▲毛　 織　 物
→▲△△△△合 成 繊 維 織 物
→▲△▲▲▲ニ ッ ト 雑 貨
→▲△▲▲▲メ ン ズ ア パ レ ル
－－－－－－婦 人 ・ 子 供 服
－－－－－－縫　 　 製
→△△▲△▲製　 　 材
→△△△△△銘　 　 木
→△△△△△集　 成　 材
→△△△▲▲家 具 （ 美 濃 ）
→▲△▲▲▲家 具 （ 飛 騨 ）
→▲▲▲▲▲東 濃 ひ の き
→△△△▲▲家　 庭　 紙
→△△△△△特　 殊　 紙
→▲▲△△△紙　 加　 工
→△△△▲▲印　 　 刷
→▲△△▲▲プ ラ ス チ ッ ク

見

通

し

景

況

感

設

備

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→▲▲▲▲▲共 同 店 舗
→▲△▲△▲生 花 市 場
→▲△△▲▲岐 阜 市 商 店 街
→△△△△△大 垣 市 商 店 街
→▲▲▲▲▲多 治 見 市 商 店 街
→▲△△△▲恵 那 市 商 店 街
→▲▲▲△▲高 山 市 商 店 街
→△△△○○車 体 整 備
→○△○▲▲タ イ ヤ 整 備
→▲△▲▲▲長 良 川 畔 旅 館
→▲▲▲▲▲下 呂 温 泉 旅 館
→▲△▲▲▲高 山 旅 館
→▲▲▲▲▲ク リ ー ニ ン グ
→▲▲▲▲▲広 告 美 術
－－－－－－情 報 サ ー ビ ス 業
－－－－－－映 像 制 作
→▲△▲▲▲飲　 食　 業
→▲△△△▲土 木 （ 岐 阜 ）
→△△△▲△土 木 （ 飛 騨 ）
→▲△△○○土木・建築（羽島）
→▲△▲▲▲建 築 （ 各 務 原 ）
→▲▲▲△△鋼 構 造 物
→△△△△▲電 気 工 事
→△△△△△管 設 備 工 事
→△△△△○建 築 板 金
→▲▲▲△△建　 　 具
→▲△▲▲▲産直住宅（付知地区）
→△△△△△貨物運送（岐阜地区）
→▲△▲▲▲貨 物 運 送 （ 県 域 ）

ン
ト
ポ
イ
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緊急雇用創出特別奨励金のご案内
　平成１３年８月２９日から、全国４７都道府県において、『緊急雇用創出特別奨励金』の支給が開始されました。

　この『緊急雇用創出特別奨励金』は、解雇、倒産等非自発的な理由で失業を余儀なくされた者又は公共職業訓練

等の受講者のいずれかに該当する４５歳以上６０歳未満の中高年齢者を雇入れた時に支給されます。

１ 支給対象となる事業主 

　　次のいずれにも該当する事業主に支給されます。

　　　①　雇用保険の適用事業の事業主であること。

　　　②　４５歳以上６０歳未満の求職者であって次のいずれかに該当する者を雇入れるものであること

　　　　　・ 事業主の都合により離職した者

　　　　　・ 公共職業安定所の受講指示又は受講推薦による公共職業訓練等の受講者

　　　③　公共職業安定所又は民営職業紹介機関の紹介により雇入れるものであること。

　　　④　常用労働者（短時間被保険者を除く一般被保険者）として雇入れるものであること。

　　　⑤　雇入れ日の前日の６か月前の日から奨励金支給までの間に、当該事業所において常用労働者を事業主都

合により解雇（勧奨退職を含む。）したことがないこと。

　　　⑥　出勤簿、賃金台帳、労働者名簿等の書類を整備していること。

　　【注】　民営職業紹介機関とは、緊急雇用創出特別奨励金を取扱うことができる無料・有料職業紹介事業者と

して、厚生労働省職業安定局長が定める項目について同意し、事前に管轄の公共職業安定所に同意す

る旨の届出を行い、取扱いを行う者である旨を示す標識が交付されている民営職業紹介機関のことを

いいます。

２ 支給の申請 

　　対象労働者を雇入れた日より３か月経過する日から起算して１か月以内に申請してください。

３ 支給金額 

　　対象労働者１人に３０万円が支給されます。

　　【注】　公共職業安定所の紹介により、高年齢者や障害者等を雇入れた場合に支給される特定求職者雇用開発

助成金の支給条件を満たす場合には、併せて支給を受けることが可能です。

４ 支給制限 

　支給対象となる事業主が、偽りその他不正行為により、奨励金を受け、若しくは受けようとした場合には、

支給を受けることができないことになった日以後、奨励金は支給されません。

　※　２及び４は、平成１４年４月１日からの雇入れに対する条件になっております。（一部改定）

《お問い合わせ》
　◇最寄りのハローワーク
　◇社団法人岐阜県雇用開発協会・TEL058-272-3251

　　　　　　 （岐阜市薮田南１-１１-１２　岐阜県水産会館２F）
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豊かな高度情報化社会への
対応を目指して
社団法人 岐阜県情報産業協会
会　長　　辻　　　正
〒５００－８３８４　　　　　　　
岐阜市薮田南５丁目１４番５３号
岐阜県県民ふれあい会館１２階
（岐阜県中小企業団体中央会内）
TEL　０５８－２７７－１１０４
FAX　０５８－２７３－３９３０

【正会員】（５０音順）

愛知電子�　可児工場

�ＥＭ設計

揖斐川工業�

�イマオコーポレーション

�映像情報センター

�エフワン

エム・ビー・エス�

�岐阜銀行

�岐阜県市町村行政

　情報センター

�岐阜コンピュータサービス

ぎふしんコンピュータ

　サービス�

キヤノン販売�岐阜営業所

共立コンピューターサービス�

グレートインフォメーション

　ネットワーク�

�ジービーシー

　

�システムマインド

十六コンピュータサービス�

�セイノー情報サービス

�ソフィア総合研究所

�第一システム

ダイワボウ情報システム�　

　岐阜支店

�高山電子計算センター

タック�

中央電子光学�

中部コンピューター�

中部事務機�

�デリカ  スイト

�電算システム

東栄電業�

�東　芝  

　中部支社　岐阜営業所

　

トーテックアメニティ�　

　岐阜支店

西日本電信電話�岐阜支店

日本ＮＣＲ�名古屋営業所

日本ガード�

日本教育サービス�

日本電気�　岐阜支店

�日立製作所　中部支社

ピーアイシステム�

ビーム計画設計�

メディアシティ�

矢橋林業�　ソハード事業部

�ユアソフト

�ユニオン技術センター

りゅうでん�

【賛助会員】

大垣市



　

特
定
の
建
設
廃
棄
物
の
再
資
源
化

等
を
義
務
付
け
る
『
建
設
リ
サ
イ
ク

ル
法
』
が
５
月　

日
か
ら
本
格
的
に

30

施
行
さ
れ
ま
す
。
命
令
違
反
や
届
出

漏
れ
、
登
録
手
続
き
の
不
備
等
に
つ

い
て
は
、
工
事
発
注
者
・
受
注
者
に

対
し
罰
則
規
定
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
岐
阜
県
で
は
、
法
律
の
詳

細
や
必
要
な
届
出
・
手
続
き
な
ど
に

つ
い
て
の
説
明
と
周
知
の
た
め
、
県

下
五
地
域
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
開
催
日
及
び
会
場
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岐
阜
地
域
》

４
月　

日　
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穂
積
町
総
合
セ
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》
４
月　

日　

、
羽
島
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市
文
化
セ
ン
タ
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羽
島
市
竹
鼻
町

丸
の
内
六
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七
）
�
・
〇
五
八
（
三

九
三
）
二
二
三
一
《
中
濃
地
域
》
４

月　

日　

、
わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
学
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（木）

習
情
報
館
（
関
市
若
草
通
二

－
一
）

�
・
〇
五
七
五
（
二
三
）
七
七
七
六

《
東
濃
地
域
》
４
月　

日　

、
瑞
浪

23

（火）

市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
（
瑞
浪
市
土

岐
町
七
二
六
七

－

四
）
�
・
〇
五
七

二
（
六
八
）
五
二
八
一
《
飛
騨
地
域
》

４
月　

日　

、
飛
騨
・
世
界
生
活
文
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（木）

化
セ
ン
タ
ー
（
高
山
市
千
島
九
〇
〇

　

岐
阜
県
で
は
、
中
山
道
宿
駅
制
度

の
導
入
四
〇
〇
年
目
を
記
念
し
て
、

四
月
か
ら
十
一
月
ま
で
「
姫
街
道
四

〇
〇
年
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。「
温
故

知
新
」
を
テ
ー
マ
に
中
山
道
の
歴
史
、

伝
統
、
文
化
を
見
直
し
、
個
性
豊
な

地
域
づ
く
り
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
コ

ン
テ
ス
ト
等
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

☆
春
の
街
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
☆

　

宿
場
を
中
心
に
、
歩
き
な
が
ら
自

然
に
親
し
み
、
歴
史
を
散
策
し
ま
す
。
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開
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日
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び
集
合
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所
】《
４
月
》

６
日　
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Ｒ
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本
駅
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月
》

（土）

３
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Ｒ
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井
駅
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日　
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（祝）

（日）

坂
祝
駅
、　

日　
　

日　

Ｊ
Ｒ
武
並

11

（土）
12

（日）

駅
、　

日　

Ｊ
Ｒ
各
務
ヶ
原
駅
、　

19

（日）

26

日　

Ｊ
Ｒ
美
乃
坂
本
駅
【
参
加
方
法
】

（日）
昼
食
持
参
の
上
、
８
時　

分
〜　

時

30

11

の
間
に
集
合
（
公
共
交
通
機
関
利
用
）

し
、
各
自
ス
タ
ー
ト
。
ゴ
ー
ル
で
通

行
手
形
を
受
け
取
り
各
自
解
散
。【
プ

レ
ゼ
ン
ト
】
①
手
形
に
参
加
証
明
ス

タ
ン
プ
を
集
め
応
募
。
期
間
終
了
後
、

抽
選
で「
県
産
品
商
品
券
」②
各
コ
ー

ス
先
着
二
千
名
に
参
加
賞
と
し
て
、

姫
街
道
四
〇
〇
年
祭
オ
リ
ジ
ナ
ル
記

念
品
。

☆
『
宮
尾
登
美
子
講
演
会　

〜
姫
街

道
と
私
〜
』
☆

　
【
日
時
】
４
月　

日　

・　

時
〜　

20

（土）

13

15

時　

分
【
会
場
】
大
垣
市
・
ソ
フ
ト

30
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
「
ソ
ピ
ア
ホ
ー
ル
」

【
サ
テ
ラ
イ
ト
（
中
継
）
会
場
】
県
図

書
館
、
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
Ｇ
、
県
博
物
館
（
関
市
）、
中

山
道
広
重
美
術
館
（
恵
那
市
）、
飛
騨

世
界
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー
（
高
山
市
）

【
参
加
料
】
無
料
（
但
し
、
整
理
券

が
必
要
）【
申
し
込
み
】
往
復
は
が
き

に
希
望
者
（
一
枚
二
人
ま
で
）
の
氏

名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
返
信
用
の
住
所
（
郵
便
番

号
）、
氏
名
を
記
入
し
、
送
付
（
サ
テ

ラ
イ
ト
会
場
は
申
し
込
み
不
要
）【
締

　

多
治
見
陶
磁
器
ま
つ
り
実
行
委
員

会
（
多
治
見
陶
磁
器
卸
商
業
協
同
組

合：

坂
�
義
雄
理
事
長
）主
催
の『
た

じ
み
陶
器
祭
（
陶
祖
祭
）』
が
四
月
十

三
日　

か
ら
二
日
間
、
多
治
見
市
の

（土）

お
り
べ
ス
ト
リ
ー
ト
周
辺
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
祭
り
は
、
今
回
で　

回
を
迎

50

え
、「
作
陶
体
験
コ
ー
ナ
ー
」
や
「
ス

ト
リ
ー
ト
コ
ン
サ
ー
ト
」、「
ま
ち
か

ど
大
道
芸
」、「
ふ
る
さ
と
物
産
展
」、

「
も
ち
投

げ
」
等
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
た
じ

み
創
造
館
で

は
「
陶
器
で

小
物
づ
く

り
」
が
開
催

さ
れ
る
ほ
か
、

十
四
日
に
は

多
治
見
ハ
ウ

ジ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
の
「
仮
面
ラ
イ

ダ
ー
龍
騎
シ
ョ
ー
」
な
ど
、
各
種
の

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
開
催

時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
六
時

（
十
四
日
は
午
後
五
時
）
ま
で
で
す
。

　

な
お
、
Ｊ
Ｒ
多
治
見
駅
北
口
か
ら

無
料
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
運
行
さ
れ

ま
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
お
問
い
合
せ
〉
同
組
合
・
�
〇
五

七
二
（
二
五
）
五
五
八
八
。
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『
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
』説
明
会

法
律
の
詳
細
や
届
出
な
ど

�
�
�
�
�
�
�
��
	

　

回
記
念
で
各
種
イ
ベ
ン
ト

５０

４　
 
月

　

・　

日

１３

１４

切
り
】
３
月　

日　

消
印
有
効（
申
し

28

（木）

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
結
果
は

４
月　

日　

ま
で
に
通
知
）

10

（水）

　
﹇
姫
街
道
四
〇
〇
年
祭
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
﹈

　

〒
五
〇
〇
‐
八
七
五
〇　

岐
阜
市

薮
田
南
二
‐
一
‐
一　

岐
阜
県
庁 
交

流
産
業
課
「
姫
街
道
年
四
〇
〇
祭
実

行
員
会
」
事
務
局　

�
〇
五
八
（
二

七
二
）
一
一
一
一
（
内
線
三
〇
五
五
、

三
〇
五
六
）、
�
〇
五
八
（
二
七
六
）

一
一
五
〇

�
�
�
�
�
�
�
��
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

４
月
〜　

月　
　

�
�
�
�
�
�

１１

－

一
）
�
・
〇
五
七
七
（
三
七
）
六

一
一
一　

※
各
日
と
も　

時
か
ら　

13

16

時
、
参
加
は
無
料
【
申
込
み
締
切
り
】

４
月
１
日　

【
問
合
せ
・
申
込
み
先
】

（月）

県
基
盤
整
備
部
建
築
指
導
課
企
画
係

　

�
・
〇
五
八
（
二
七
二
）
一
一
一

一
（
内
線
三
七
八
四
）、
�
・
〇
五
八

（
二
七
一
）
七
六
八
七
ま
で
。
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〈
二
月
中
〉

１
日　

東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
中
小
企

業
青
年
中
央
会
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

（
三
重
県
）

２
〜
３
日　

第
６
回
岐
阜
県
水
環
境

づ
く
り
県
民
会
議
推
進
大
会（
長

良
川
国
際
会
議
場
）

５
日　

組
合
の
組
織
変
更
指
導
員
連

絡
会
議（
愛
知
県
中
央
会
）

７
日　

第
１
回
岐
阜
ブ
ラ
ン
ド
コ
レ
ク

シ
ョ
ン（
ハ
ー
ト
フ
ル
ス
ク
エ
ア
ー
Ｇ
）

　

日　
　

エ
ヌ
シ
ー
リ
ン
ク
創
立　

周

12

（協）

50

年
記
念
祝
賀
会（
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル

岐
山
）

　

日　

第
８
回
組
織
化
指
導
中
央
研

13
究
会（
全
国
中
央
会
）

　
　

第
５
回
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
岐

　
　

第
２
回
岐
阜
地
方
労
働
審
議
会

（
岐
阜
労
働
総
合
庁
舎
）

　
　

組
合
運
営
問
題
研
修
会（
未
来

会
館
）

　

日　

都
道
府
県
中
央
会
事
務
局
代

22
表
者
会
議（
東
京
都
）

　
　

中
央
会
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
・
Ｉ

Ｔ
研
究
会（
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
）

　

日
〜　

日　

第
６
回
G
I
F
U
フ

22

24

ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー（
岐
阜
メ
モ
リ
ア
ル
セ

ン
タ
ー
）

　

日　

中
小
商
業
活
性
化
推
進
事

25
業
・
東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
指
導
員
等

研
究
会（
石
川
県
）

　

日　

組
合
等
活
性
化
情
報
編
集
委

27
員
会（
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

〈
中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

U
R
L
http://w

w
w
.chuokaigifu.or.jp/

  
 
 
‐        
 
 
        
‐           

〈
Ｅ
メ
ー
ル
〉

info@
chuokaigifu.or.jp

      
       
‐          

阜
・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
研
修

会（
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　

日　

岐
阜
県
官
公
需
フ
ォ
ー
ラ
ム

18（
高
砂
殿
）

　

日　

東
濃
西
部
地
域
・
地
域
交
流

19
会（
多
治
見
市
）

　

日　

岐
阜
県
Ｉ
Ｔ
戦
略
産
業
経
済

20
会
議
・
第
１
回
ワ
ー
キ
ン
グ
委
員
会

（
シ
ン
ク
タ
ン
ク
庁
舎
）

　
　

中
小
企
業
戦
略
的
連
携
組
織
全

国
交
流
会（
東
京
都
）

　

日　

岐
阜
県
眼
鏡
商
業　

創
立　

21

（協）

40

周
年
記
念（
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）

　

最
近
、
岐
阜
県
内
の
事
業
場
の
方

か
ら
「
岐
阜
労
働
局
や
労
働
基
準
監

督
署
の
職
員
を
名
乗
り
、
従
業
員
の

名
前
等
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
不
審

な
電
話
が
あ
っ
た
」
と
の
情
報
が
多

数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
具
体
的
な
内
容
は
、
①
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
と
称
し
て
、
二
十
歳
代

の
従
業
員
の
名
前
を
尋
ね
る
も
の

②
無
料
で
書
籍
を
送
る
と
言
っ
て
、

若
い
従
業
員
の
名
前
を
尋
ね
る
も
の

③
安
全
手
帳
を
送
る
と
言
っ
て
、
現

場
監
督
の
名
前
を
尋
ね
る
も
の
―
等

で
す
が
、
労
働
局
や
労
働
基
準
監
督

　

男
女
雇
用
平
等
な
ど
労
働
条
件
確

立
に
向
け
て
活
動
し
て
い
る
連
合
岐

阜
か
ら
、
三
月
八
日
（「
三
・
八
国
際

女
性
デ
ー
」）
に
竹
田
則
子
女
性
委
員

会
委
員
長
ほ
か
関
係
者
が
来
会
。
組

合
等
へ
の
男
女
平
等
社
会
の
周
知
と

実
現
へ
の
協
力
依
頼
の
た
め
、
森
本

専
務
理
事
へ
要
請
書
を
手
渡
し
た
。

　

ま
た
、
最
近
の
労
働
事
情
な
ど
に

つ
い
て
、
①
男
女
の
賃
金
格
差
に
関

す
る
相
談
が
多
い
②
パ
ー
ト
労
働
者

に
関
し
て
、
書
面
に
よ
る
雇
用
契
約

が
な
い
た
め
、
パ
ー
ト
労
働
者
が
育

児
手
当
等
を
申
請
す
る
際
に
証
明
書

が
な
く
困
る
場
合
が
あ
る
③
就
業
規

則
を
知
ら
な
い
パ
ー
ト
労
働
者
が
い

る
―
な
ど
の
報
告
も
あ
っ
た
。

【
要
請
内
容
】

　

①
働
く
女
性
が
募
集
・
採
用
か
ら

定
年
退
職
に
至
る
ま
で
、
性
に
よ
る

差
別
が
な
く
、
能
力
を
十
分
発
揮
で

き
る
職
場
環
境
の
整
備
②
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
積
極
的
な
取
り

組
み
の
推
進
と
、
国
、
地
方
自
治
体

に
よ
る
企
業
の
取
り
組
み
促
進
③
セ

ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策

の
周
知
徹
底
、
苦
情
・
相
談
体
制
の

整
備
と
事
後
の
迅
速
な
対
応
④
家
庭

的
責
任
を
有
す
る
男
女
労
働
者
の
深

夜
労
働
、
時
間
外
や
休
日
労
働
の
免

除
、
子
供
・
家
族
看
護
休
暇
の
新
設
、

育
児
・
介
護
短
時
間
勤
務
制
度
等
の

整
備
⑤
働
く
女
性
が
安
心
し
て
出
産
、

育
児
が
で
き
、
育
児
・
介
護
休
業
を

不
審
な
電
話
に
ご
注
意
を

岐
阜
労
働
局

親
の
積
極
的
参
加
を
求
め
る
運
動
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

署
で
は
、
原
則
と
し
て
電
話
に
よ
り

従
業
員
の
名
前
を
尋
ね
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

今
の
と
こ
ろ
被
害
が
発
生
し
た
と

い
う
報
告
は
な
く
、
そ
の
目
的
も
不

明
で
す
が
、
個
人
情
報
が
悪
用
さ
れ

る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
よ
う
な
電
話
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
回
答
さ
れ
る
前
に
、

岐
阜
労
働
局
総
務
部
企
画
室
�
・
〇

五
八
（
二
四
五
）
八
一
二
四
、
若
し

く
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
へ

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

連
合
岐
阜
が
来
会
・
要
望

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


取
り
や
す
い
体
制
の
整
備

　

そ
の
他
、
連
合
岐
阜
で
は
、
学
校

の
父
兄
参
観
な
ど
、
子
育
て
へ
の
父

�
…「
飲
酒
運
転
等
悪
質
・
危
険
な
運
転
の
追
放
」「
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
安
全
事
故
防
止
」

４
月
６
日
〜　

日
は『
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
』実
施
期
間
で
す
。

１５


